ため池の周辺土地利用の変遷と推移の関係性について : 香川県高松市の事例研究 by 福家 徹也 & Tetsuya Fuke










く、都道府県別のため池数は全国 3 番目であり、面積 1 平方キロメートル当たりのため池
の数は約 7.79 箇所と全国で最もため池の密度が高い都道府県でもある。香川県にため池

































































FUKE: The Transition of Irrigation Ponds and its Relation to Surrounding Area Land Use in Takamatsu City 
結果をみると、ため池の周囲 100m の土地利用平均を算出したところ昭和 44 年の周辺
土地利用は残存、消滅の両パターンにおいて、大きな違いを見出すことはできなかったが、
消滅するため池の周辺土地利用のほうで水田の割合が 1 割ほど多く、残存するため池の水
面の割合が消滅に比べて約 8.6%高いという特徴が見られた。平成 14 年の周辺土地利用で
は、残存に比べて消滅の場合、未開発地、畑果樹園、水面の割合が少なく、工場、市街地、
道路用地、公共施設といった都市的な土地利用の割合が高い結果を示していた。半径 500
























周辺 100m 以内の周辺ため池数が 0 箇所の割合、周辺 200m 以内では周辺ため池数が 1 箇













 以上の研究から香川県高松市のため池は、周辺 100m 以内に都市的土地利用が増加し、
周辺 500m 以内に学校や病院、幹線道路、河川が存在している場合に消滅しやすいと考え
られる。そしてため池の形状、周辺のため池の存在、幹線道路が消滅(改変)に関して強い
影響力を有していると考えられる。  
 
